
日
本
工
業
大
学

日
本
工
業
大
学

日
本
工
業
大
学

日
本
工
業
大
学    

会会会会    長長長長     

小林小林小林小林    卓卓卓卓     

        
宮宮宮宮宮宮宮宮
代代代代代代代代
会会会会会会会会
会会会会会会会会
報報報報報報報報
第第第第
24242424

号号号号 
平
成
二
十
四
年
七
月
発
行 

 
 

 
 

 

新
会
長

新
会
長

新
会
長

新
会
長
にににに 

    

出
井
栄

一
氏

出
井
栄

一
氏

出
井
栄

一
氏

出
井
栄

一
氏

（（（（埼
玉
県

埼
玉
県

埼
玉
県

埼
玉
県
））））

がががが
就
任
就
任
就
任
就
任    

去
る
七
月
七
日
、
午
後
三
時
よ
り
、
岐
阜

県
の
長
良
川
温
泉

「
十
八
楼
」
に
て
宮
代
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
二
十
八

名

（
内
七
名
は
ご
夫
妻
）
の
会
員
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

総
会
は
、
鳥
取
会
長
、
次
い
で
柳
澤
学
長

の
挨
拶
の
後
、
議
事
に
移
り
、
慎
重
審
議
の

上
、
全
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

新
会
長
に
は

小
林
卓
氏

（
第
三
十
三
代
後
援
会
長
）
が
就

任
し
ま
し
た
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

「「「「
皆

様
皆

様

皆

様

皆

様

と

と

も

に

と

と

も

に

と

と

も

に

と

と

も

に

」」」」     

 

暑
さ
厳
し
き
折
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

本
年
度
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
平
成
二

十
三
年
度
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
小
林

で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
が
築
い

て
来
ら
れ
た
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
微
力
な
が

ら
も
全
力
で
務
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

本
会
は
、
世
代
を
越
え
て
様
々
な
地
域
の

方
々
が
会
員
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
全
会
員

に
共
通
す
る
の
は
、
子
供
た
ち
が
日
本
工
業

大
学
の
卒
業
生
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
縁
で
結
ば
れ
、
培

っ
た
絆
を
本
会
に
更

に
た
ぐ
り
寄
せ
な
が
ら
、
皆
様
と
と
も
に
大

学
の
更
な
る
発
展
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

先
日
の
磯
部
温
泉
で
の
総
会
に
は
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
宮
城
県
か
ら
早
坂
様
ご

夫
妻
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
震
災
の
話
を
お

聞
き
し
、
被
災
者
の
ご
苦
労
と
力
強
さ
が
心

に
伝
わ

っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ

か
ら
、
私
た
ち
も
共
に
が
ん
ば
ろ
う
と
、
気

持
ち
を
引
き
締
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に
遭
わ
れ
た
地
域
の
皆
様
に

は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご
健

勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

議
事
議
事
議
事
議
事
のののの
概
要
概
要
概
要
概
要    

一一一一
、、、、
平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告

平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告

平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告

平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告    

    

 
 
 

六
月
五
日 

 

幹
事
会

（
大
学
） 

七
月
三
～
四
日 

総
会 

（
二
十
四
名
出
席
） 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

湯
の
花
温
泉

・
渓
山
閣 

 

 
 
 

十
月
十
七
日 

幹
事
会

（
大
学
） 

 
 
 

十
二
月
六
～
七
日 

 

臨
時
総
会 

（
二
十
六
名
出
席
） 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

秋
保
温
泉

・
緑
水
亭 

平
成
二
十
三
年

一
月
九
日 

新
春
懇
親
会 

（
十
八
名
出
席
） 

 
 
 

 
 
 

 

ウ

ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
東
京 

二二二二
、、、、
平
成
二
十
二
年
度
決
算
報
告

平
成
二
十
二
年
度
決
算
報
告

平
成
二
十
二
年
度
決
算
報
告

平
成
二
十
二
年
度
決
算
報
告    

別
記
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

三三三三
、、、、
平
成
二
十
二
年
度
監
査
報
告

平
成
二
十
二
年
度
監
査
報
告

平
成
二
十
二
年
度
監
査
報
告

平
成
二
十
二
年
度
監
査
報
告    

田
川
監
事
か
ら
監
査
結
果
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。 

四四四四
、、、、
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
案

平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
案

平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
案

平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
案    

六
月
四
日 

 
 
 

 

幹
事
会 

七
月
九
～
十
日 

 

総
会 

 
 

 
 

十
月
十
五
日 

 
 

幹
事
会 

十
二
月
四
～
五
日 

臨
時
総
会 

 
 

平
成
二
十
四
年

一
月
八
日 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

新
春
懇
親
会 

五五五五
、、、、
平
成
二
十
三
年
度
予
算
案

平
成
二
十
三
年
度
予
算
案

平
成
二
十
三
年
度
予
算
案

平
成
二
十
三
年
度
予
算
案    

別
記
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

六六六六
、、、、
平
成
二
十
三
年
度
役
員

平
成
二
十
三
年
度
役
員

平
成
二
十
三
年
度
役
員

平
成
二
十
三
年
度
役
員    

次
の
通
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

（
敬
称
略
／
☆
印
は
新
任
で
す
） 

会
長 

 

☆
小
林 

卓 

（
神
奈
川
） 

幹
事 

 
 

中
村 

麻
子

（
神
奈
川
） 

小
川 

佳
文

（
千
葉
） 

中
丸 

芳

一
（
福
島
） 

 
 

渋
谷 

龍
美

（
埼
玉
） 

 
 

 
 

 
 

 

横
田 

健

一
（
千
葉
） 

窪
田 

政
幸

（
窪
田
） 

 
鷹
箸 

憲

一
（
栃
木
） 

川
村 

龍
雄

（
茨
城
） 

 
 

 
 

 
 

 

柿
本 
千
春

（
山
口
） 

川
島 

敬
司

（
神
奈
川
） 

 
 

小
林 

正
博

（
埼
玉
） 

 
 

須
川 

浩 

（
群
馬
） 

小
笠
原
康
雄

（
新
潟
） 

 
 

 
 

 
 

 

伊
藤 

茂 

（
大
阪
） 

風
間 

光
子

（
千
葉
） 

☆
鳥
取 

雄
治

（
岡
山
） 

佐
藤 

聡 

（
山
形
） 

松
澤
美
佐
子

（
東
京
） 

☆
降
旗 

一
善

（
長
野
） 

監
事 

 

田
川 

 

鋭
治

（
静
岡
） 

 
 

滝
口 

和
喜

（
山
形
） 

＊
退
任
幹
事  

矢
島 

節
子

（
群
馬
） 

寺
嶋 

佳
章

（
東
京
） 

梅
宮 

昭 

（
福
島
） 

早
坂 

正
実

（
宮
城
） 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

総
勢
八
十
八
名

総
勢
八
十
八
名

総
勢
八
十
八
名

総
勢
八
十
八
名
のののの
大
懇
親
会

大
懇
親
会

大
懇
親
会

大
懇
親
会    

総
会
終
了
後
、
宮
代
会
、
後
援
会
、
大
学

合
同
の
総
勢
八
十
八
名
の
大
懇
親
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
近
年
で
は

一
番
多
い
参
加
人
数

で
す
。
大
学
側
か
ら
は
、
大
川
理
事
長
、
柳

澤
学
長
以
下
十
二
名
が
参
加
。
今
回
も
地
元

群
馬
県
支
部
を
始
め
、
全
国
か
ら
銘
酒
や
銘

菓
の
差
し
入
れ
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
懇
親
会
の
最
後
に
は
、
こ
の
た
び

の
震
災
で
大
変
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
山

元
町
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
い
た
早
坂
様
ご
夫

妻
、
ま
た
原
発
問
題
で
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る

福
島
県
い
わ
き
市
の
梅
宮
様
よ
り
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

総会開催総会開催総会開催総会開催 



今
回
被
災
地
と
な

っ
た
会
員
の
安
否
に
つ

い
て
は
、
皆
様
も
大
変
ご
心
配
さ
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
早
坂
様
か
ら
も
、
全
国
の
皆

様
か
ら
の
ご
心
配
に
対
し
て
お
礼
の
お
言
葉

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
当
に
ご
無
事
で
安
堵

し
ま
し
た
。
復
興
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時

間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
早

い
復
旧
と
被
災
地
の
皆
様
の
ご
健
康
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

「
富
岡
製
糸
場

富
岡
製
糸
場

富
岡
製
糸
場

富
岡
製
糸
場
」」」」
とととと

「「「「
め
が
ね

め
が
ね

め
が
ね

め
が
ね
橋橋橋橋
」」」」
をををを
見
学
見
学
見
学
見
学    

翌
日
は
、
関
東
地
方
の
梅
雨
明
け
と
重
な

り
、
真
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、
バ

ス
で
観
光
へ
出
発
。
ま
ず
は
世
界
遺
産
登
録

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
で
有
名
な

「
富
岡
製

糸
場
」
に
向
か
い
ま
す
。
主
要
建
物(

国
指
定

重
要
文
化
財)

は
、
操
業
当
初
の
頃
の
ま
ま
の

状
態
で
良
好
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
ガ
イ
ド

さ
ん
の
詳
し
い
説
明
を
聞
き
な
が
ら
操
糸
場

等
を
見
学
し
ま
し
た
。
明
治
政
府
が

つ
く

っ

た

官

営

工
場

の

中
で
、
ほ
ぼ
完
全

な

形

で
残

っ
て

い

る

の
は

富

岡

製
糸
場
だ
け
。
世

界
遺

産

に

認

定

さ

れ

る

と

い

い

で
す
ね
。 

続
い
て

一
行
が

向
か

っ
た
の
は

碓
井
第
三
橋
梁
、
通
称

「
め
が
ね
橋
」
。
芸
術

と
技
術
が
融
合
し
た
美
し
い
レ
ン
ガ
の
四
連

ア
ー
チ
橋
で
、
川
底
か
ら
の
高
さ
が
三
十

一

㍍
あ
り
、
日
本
最
大
と
い
う
こ
と
で
す
。
下

を
流
れ
る
碓

井
川
と
、
緑
に

映
え
る
レ
ン

ガ
造
り
の
ア

ー
チ
橋
の
雄

大
な
景
観
は
、

一
見
の
価
値

あ
り
。
上
に
登

る
と
ト
ン
ネ

ル
の
中
に
も
入
れ
ま
す
。
そ
こ
は
正
に
天
然

ク
ー
ラ
ー
で
、
い
つ
ま
で
も
涼
ん
で
い
た
い

気
持
ち
良
さ
で
し
た
。 

昼
食
は
、
ご
存
知

「
お
ぎ
の
や
の
釜
飯
」

を
食
し
ま
し
た
。
定
番
で
す
が
、
や
は
り
美

味
し
い
で
す
ね
。
短
い
時
間
で
し
た
が
、
お

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
夏
の
旅
は
高
崎
駅
に
て

解
散
と
な
り
ま
し
た
。    

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度    

会
費
納
入

会
費
納
入

会
費
納
入

会
費
納
入
の
お
の
お
の
お
の
お
願願願願
いいいい    

○
年
会
費 

壱
万
円(

内
七
千
円
は
積
立) 

○
納
入
方
法 

 
 
 

① 

郵
便
局
よ
り
振
込

（
用
紙
同
封
） 

口
座
番
号 

0
0

1
2

0
-
6

-
1

1
4

1
2

4
 

 
 

加
入
者
名 

日
本
工
業
大
学
宮
代
会 

② 

銀
行
よ
り
振
込 

み
ず
ほ
銀
行 

春
日
部
支
店 

口
座
番
号 

(

普)7
5

7
0

9
1

 

受
取
人 

日
本
工
業
大
学
宮
代
会 

※※※※
八
月
末
日

八
月
末
日

八
月
末
日

八
月
末
日
ま
で
に
お

ま
で
に
お

ま
で
に
お

ま
で
に
お
振振振振
りりりり
込込込込
み
く
だ
さ
い

み
く
だ
さ
い

み
く
だ
さ
い

み
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お

ま
す
よ
う
お

ま
す
よ
う
お

ま
す
よ
う
お
願願願願
いいいい
申申申申
しししし
上上上上
げ
ま
す

げ
ま
す

げ
ま
す

げ
ま
す
。。。。    

※
お
問
合
せ
先 

用
度

・
管
財
課
長 

磯 
 
 

 
 

 

〇
四
八
〇

（
三
三
）
七
五
〇
四 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
    
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

                                

今回お届けの会報とともに以下の資料を同封させていただきました。 

○平成 23 年度会員名簿  ○会費振込用紙（郵便局用）  ○後援会会報 87 号 


